
救命救急センターの指定について 

 

 

  名古屋医療圏の「名古屋市立東部医療センター」について、平成３０年２月１日から、

重篤な救急患者を２４時間体制で受け入れる救命救急センターとして指定する。 

 

 

＜愛知県救命救急センター設置要綱に対する名古屋市立東部医療センターの状況＞ 

主な要件項目 
名古屋市立東部医療センターの状況 

適

否 大項目 詳細項目 

運営 

方針 

原則、すべての重篤な救急

患者の２４時間体制での

受け入れ可能 

現在も、２４時間３６５日体制で救急患者を受け入れて

いる。 ○ 

医学生、臨床研修医、医師、

看護学生、看護師及び救急

救命士等に対する救急医

療の臨床教育の実施 

医学生：臨床実習研修 10人延べ93日 

臨床研修医：1年次研修 13人延べ14ヶ月 

医師・看護師：ICLS 4回 延48人,BLS 6回 延108人 

救命救急士：9人 延べ129日 

看護学生：28年度ＩＣＵ実習なし 29年度実施予定 

※ 基本的に受講申請があれば受け入れを実施。 

○ 

整備 

基準 

重篤患者を受け入れる専

用病床（概ね２０床以上）

の設置 

救命救急センターとして、ＩＣＵ４床、その他１６床の

計２０床 ○ 

資格を有する責任者の有

無（日本救急医学会救急科

指導医、専門医又は認定医

のいずれか。） 

有（責任者は、日本救急医学会認定救急科専門医の認定

者。） 

○ 

専任医師数 専任医師６名 ○ 

各診療科の医師を適時確

保できる体制の確保 

時間外及び休日の医師配置について、循環器内科、脳神

経外科、産婦人科は宿日直対応。その他の診療科はオン

コールによる対応。 
○ 

集中治療室（ＩＣＵ）（適

当数）の設置 

ＩＣＵ４床 

（※平成28年度の ICU病床利用率は53.7％。入退室基

準を定め常に一定程度の空床が確保されており、ICU4

床で不足等なく対応可能と判断される。） 

○ 

施設の耐震構造 救命救急センター相当箇所は全て免震構造。 

○ 

 

 
 
 

１ 



名古屋市立東部医療センターにおける救命救急センターの概要 
 
 

１ 開設者 

  名古屋市代表者 名古屋市病院事業管理者 病院局長 大原 弘隆 
 

２ 母体病院施設名 

  名古屋市立東部医療センター 
 

３ 所在地 

  名古屋市千種区若水一丁目２番２３号 
 

４ 救命救急センターの責任者 

  安藤 雅樹（日本救急医学会認定救急科専門医） 
 

５ 運営開始年月日 

  平成３０年２月１日 
 

６ 運営病床数 

  ア 救命救急センターの病床数 ２０床 
    [ＩＣＵ ４床、その他 １６床] 

  イ 母体病院の病床数 ４７８床（救命救急センターの病床数を除く） 

 
７ 医療従事者数 

  ア 医師       専任 ６人、兼任５９人 

  イ 看護師      専任４５人、兼任４８人 
  ウ 薬剤師            兼任２８人 

  エ 診療放射線技師        兼任２６人 

  オ 臨床検査技師         兼任１９人 
 

８ 救命救急センターの位置 

  救急・外来棟１階：処置室、その他 １６床 
  救急・外来棟３階：ＩＣＵ ４床 

 

９ ヘリポート 
  病院近接地の飛行場外離着陸場 

（平成３１年度供用開始予定の新病棟の屋上にヘリポート設置） 

 
10 耐震構造 

  全て耐震基準適合構造。 

 
 

＜指定に向けた今後の予定＞ 

平成２９年 
    ９月１３日  愛知県医療審議会５事業等推進部会で検討・承認。 

   １１月 下旬  愛知県医療審議会に報告。 

 平成３０年 
    ２月 １日  救命救急センターとして指定。 
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資料１ 



 

 

 

 

救急医療体制図                            
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一宮市立市民病院 

総合大雄会民病院 

トヨタ記念病院 

豊田厚生病院 
小牧市民病院 

岡崎市民病院 

豊橋市民病院 

藤田保健衛生大学病院 

愛知医科大学病院 

安城更生病院 

半田市立半田病院 

刈谷豊田総合病院 

① 
② 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

１ 名古屋医療圏 

① 名古屋第二赤十字病院 

② 名古屋医療センター 

③ 中京病院 

④ 名古屋市立大学病院 

⑤ 名古屋第一赤十字病院 

⑥ 名古屋掖済会病院 

⑦ 東部医療センター 

海南病院 

公立陶生病院 

江南厚生病院 春日井市民病院 

⑦ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

２次医療圏 
29年4月 
人口 

広域２次 
救急医療圏 

29年4月 
人口 

救命救急センター 
1センター 
当たり人口 

１  名古屋 2,303千人 

名古屋Ａ 612千人 名古屋第二赤十字病院、東部医療センター 

7 329千人 

名古屋Ｂ 476千人 名古屋医療センター 

名古屋Ｃ 649千人 中京病院、名古屋市立大学病院 

名古屋Ｄ 566千人 名古屋第一赤十字病院、名古屋掖済会病院 

２  海部 328千人 海部 328千人 海南病院 1 328千人 

３  尾張中部 169千人 

尾張西北部 686千人 

        ―    ― 

５  尾張西部 517千人 一宮市立市民病院、総合大雄会病院 2   259千人 

４  尾張東部 471千人 尾張東部 471千人 
愛知医科大学病院、藤田保健衛生大学病院、
公立陶生病院 

 
3 
 

 
  157千人 
 

６  尾張北部 734千人 

春日井小牧 456千人 小牧市民病院、春日井市民病院 

3  245千人 

尾張北部 278千人 江南厚生病院 

７  知多半島 624千人 知多 624千人 半田市立半田病院 1 624千人 

８  西三河北部 486千人 豊田加茂 486千人 豊田厚生病院、トヨタ記念病院 2   243千人 

９  西三河南部東 425千人 岡崎額田 425千人 岡崎市民病院 1 425千人 

10  西三河南部西 696千人 衣浦西尾 696千人 安城更生病院、刈谷豊田総合病院 2   348千人 

11  東三河北部 55千人 東三河山間 55千人         ―    ― 

12  東三河南部 698千人 東三河平坦 698千人 豊橋市民病院 1   698千人 

計 7,506千人 22救命救急センター平均341千人 → (指定後) 23センター平均326千人 


